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●工事状況 代表写真《渡り廊下棟内装解体状況》

工事かわら版を毎月発行します。次回は8月下旬です。
発行：清水・須山・中村組特定建設工事共同企業体
工事のお問い合わせはこちらまで TEL:053-488-5601

7月は現場でJV職員と職⾧会合同で七夕飾りを行いました。色とり
どりの短冊にそれぞれの願いや想いが詰まっていて、とても温かい雰
囲気になりました。私も戦争や災害のない、平和な世界に向けて願い
ました。
また、風鈴飾りも実施し、風が吹くたびに鳴る風鈴の音色が夏の暑

さの中で涼しさを感じさせてくれました。その優しい音色に心がほっ
とするような時間が流れました。
現場の皆で作り上げ、とても良い雰囲気のものになりました。仕事

の合間に季節を感じ、楽しむことで、現場にも笑顔が増えました。
病院関係者の方にも楽しんでいただければ幸いです。

●GLOBAL CAFE《七夕・風鈴飾り》

●ヒトワザ！ 埋戻し・転圧について…

ナンより

3号館は今月の中旬にエレベーターA号機の新
設作業が完了し、それに伴いエレベーター周辺
の⾧尺シート張り、扉の吊込み、塗装など各階
で内装工事のまとめに入っています。
南館跡地では埋戻しと転圧が全体の半分ほど

完了し、残りのエリアも騒音等の配慮を継続し
て解体を行っていきます。
非常に暑い日が続きますが、クーラーの効い

た休憩所の設置等、熱中症を出さない環境づく
りを徹底し安全作業を継続してまいります。

●工程

七夕飾り

風鈴飾り

①30cm毎の埋戻・転圧レベルのガイドライン出し

②30cm毎に転圧
狭いところは1tローラーとプレートで転圧！

③大面積は3tローラーで転圧！

南館では基礎の解体が完了し、埋戻し・転圧
作業が行われています。埋戻し・転圧は今後の
地盤に直結するため非常に重要な作業です。土
の粒子同士が密に締固まった状態にし、強固な
地盤とすることが求められます。
そこで良質な土で埋戻しをすることは勿論で

すが、高さ30cm毎にプレートやローラーで転圧
をかけて締固めをします。最初に30cm毎のガイ
ドラインを出すことでピッチを確実に守り、狭
い所はプレートにて、広い所はローラーにてく
まなく転圧を行い、強固な地盤を作っています。


